






研究目的 

脳室上衣下出血(SEH)および脳室内出血(IVH)の成因はいまだ不明であるが,多数の要因が

あげられている。まず,素因として,脳室上衣下胚層が残存し,ここでは血管壁がうすく,血

管周囲にダリア突起が少なく,細胞間の空隙が多く,基質が粗である。さらに,血管構築上も

特異な部位にあり,脳室上衣下胚層は主要循環の外にある。また,動脈の末端で動脈境界領

域にもなっている。終末静脈には脳室上衣下胚層の小さい静脈が直接還流しており,動静脈

内血流増加やうっ滞で,胚層内血管内圧は上昇しやすく,血液は容易に胚層血管内ヘプール

されると考えられる。現在,脳血流増加あるいは変動が注目されている。また,未熟児疾患

の治療の進歩,とくに NICU での積極的な治療によっても IVH の発生機転は複雑化している

。 

一方,頭部の computed tomography(CT)や超音波断層法(US)で IVH や SEHが診断されるよう

になり,出血の進行や脳室拡大の経過が容易に追跡できる。 

本報告では,IVH,SEH および脳室上衣下嚢胞(SEC)の病態と関連性を明らかにするために,

未熟児出生乳幼児剖検例を病理学的に検索した。さらに,生存中に超音波がとられた SEH

と SEC の生存中 US と脳病理所見から脳室上衣下胚層病変の発生機転を検討した。 


